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　５年度より骨粗しょう症検診が開始となりました。加齢に伴い骨の量が減少して骨

折しやすい状態を骨粗しょう症と言います。痛みがないため沈黙の病気と言われ、骨

折して初めてわかることがあります。健康な生活を長く続けるためにも骨粗しょう症

検診をおすすめします。この特集のお問い合わせは、健康づくり課 483-4646へ。

女性を対象とした骨粗しょう症検診

八千代市行財政改革推進ビジョン第１期アクションプラン令和４年度取組状況

骨粗しょう症検診

　▶対象者　40～70歳の５歳刻み年齢の女性

（６年４月１日時点の年齢）
年齢 生年月日

40歳 昭和58年４月２日～59年４月１日生

45歳 昭和53年４月２日～54年４月１日生

50歳 昭和48年４月２日～49年４月１日生

55歳 昭和43年４月２日～44年４月１日生

60歳 昭和38年４月２日～39年４月１日生

65歳 昭和33年４月２日～34年４月１日生

70歳 昭和28年４月２日～29年４月１日生

※上記の５歳刻み以外の年齢の人は対象外

　▶検診期間　６年１月末まで　▶検査方法

　問診と骨量測定を行います。骨量測定は、

骨に微量なエックス線を照射して骨密度を測

定します　▶自己負担金　前腕・手指500円、

体幹骨1,000円　▶検査対象外の人　現在妊

娠中または可能性がある人、骨粗しょう症で

治療中の人

骨粗しょう症について知ろう

●骨粗しょう症になりやすい人は？

　骨折歴、両親の骨折歴、女性（女性は男性

　市では、行政を取り巻く社会状況の変化に

的確に対応し、市民福祉の向上を図るため、

八千代市行財政改革推進ビジョン及び同第１

期アクションプランを定め、行財政改革に取

り組んでいます。４年度は、取り組むべき46

項目全てに取り組み、35項目を推進、11項目

を一部推進しました。詳しい取組状況は、市

のホームページ、市役所１階法務課情報公開

班、図書館で見ることができます。

４年度の主な取組 

●ホームページの充実　３年度に実施した市

ホームページに関する全庁的な意見照会や担

当課ヒアリングを基に、ホームページの問題

点・改善点を整理・調査するとともに、周辺

自治体における運用状況などを参考にして仕

様書を作成し、入札により業者と契約を締結

しました。その後、市ホームページのリニュー

の３倍多い）、アルコール多飲が関連してい

ます。糖尿病、腎臓病、COPD（慢性閉塞

性肺疾患）、ステロイド剤内服、甲状腺疾患

では、骨粗しょう症の危険性が高まることが

知られています。

●骨粗しょう症をそのままにするとどうなるの？

　骨粗しょう症を放置すると非常に骨折しや

すくなります。骨折を含む転倒や関節疾患、

高齢による衰弱などの運動器 (骨や筋肉、関

節など )の障害が原因で３人に１人が介護を

必要とする状態となっています。健康な生活

を長く続けられるように、骨粗しょう症予防

のため、定期的な骨量測定が重要です。 

●高齢者になってから気をつければいいの？ 

　骨の量は20歳ごろが最大となり、40歳ごろ

までは変化がありません。しかし、女性は40

歳以降に急速に骨の量が低下していきます。

更年期の女性にとって骨量減少を防ぐことは

重要です。

●骨粗しょう症を予防するためにどうすれば

いいの？

　年代別特徴と予防のポイントは次の通りです。

アル公開に向けてトップページ・特設サブサ

イト、ごみ分別機能、防災無線連携機能など

の調整・構築、その他、従前に使用していた

ページの移行作業や、職員向けの説明会を実

施し、３月30日にリニューアルしたホームペ

ージを公開しました。

●組織体制の見直し　組織体制の見直しにあ

たり、新庁舎の供用開始までの間は、法改正

などにより対応を求められている項目と社会

情勢の変化により早急な対応を求められてい

る項目に的を絞ることとし、各部局へ調査を

行いました。各部局から挙げられた検討項目

について、行政組織検討委員会及び組織機構

研究会において検討し、５年４月より、ＤＸ

施策を推進するための部署及び重層的支援体

制整備事業を推進するための部署を設置する

こととし、組織の見直しを行いました。

●市税徴収率の向上　市税の徴収について

■成長期　骨量は成長期に増加し、20歳ごろ

に最大骨量に達します。過度なダイエットな

どで栄養を摂らないと将来の骨の貯金は減っ

てしまいます。栄養と運動を意識しましょう。

■成人期　骨粗しょう症は食事や運動などの

生活習慣がその発症に深く関与しています。

成人期に十分なカルシウムを摂り、最大骨量

を高く維持することが大切です。

■閉経後　１日３食きちんと食事を摂ること

で、低栄養状態を予防でき、骨量減少を抑え

ることにつながります。

●どんな食事をすれば骨粗しょう症の予防に

なるの？

　骨の健康のためには、カルシウムの摂取が

重要ですが、それだけではありません。さま

ざまな栄養素をまんべんなく摂取することが

大切です。カルシウム（牛乳、小松菜など）、

ビタミンＤ（鮭、干しシイタケなど）、ビタ

ミンＫ（納豆、ブロッコリーなど）、マグネ

シウム、たんぱく質、ビタミンＢ群、葉酸を積

極的に摂りましょう。本市のホ

ームページでは、「骨粗しょう

症を予防するレシピ」を公開中

です。詳しくは右のコードへ。

は、文書催告や休日納税相談を実施するとと

もに、財産調査を徹底し、債権の差押・換価

に重点を置くことで徴収率の向上に努めまし

た。その結果97.40％と目標値を達成しました。

財政効果見込の達成状況

　４年度における財政効果は３億2,227万円

となりました。

お問い合わせは

企画経営課 ４21-6702へ

（単位：万円）

取組項目名 見込額（ａ）実績額（ｂ）差額（ｂ）－（ａ）

働き方改革の推進 2,800 3,327 527

学校の適正配置 1,800 1,942 142

ふるさと納税寄附金

の確保
5,512 7,940 2,428

普通財産の売却・有

効活用
780 3,332 2,552

市税徴収率の向上 2,172 15,686 13,514

計 13,064 32,227 19,163

食生活相談のご案内

　▶日時　毎月第２・４火曜日（祝日、年末年

始を除く）午後１時30分～４時　▶申し込み 

電話で健康づくり課 483-4646へ（予約制）
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


